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要旨 

１．研究背景 

 中国においては、改革開放以来の経済発展、平均寿命の延び、「ひとりっこ政策」などによ

り、高齢人口が急増しており、今後も増加が続くと予測されている[1][12]。人口の高齢化に伴う

問題は21世紀の巨大な挑戦の一つである。高齢者が直面する課題としては、高齢者の孤独感な

どがあり、それに対する対応策として高齢者の心を支える「心のケア」の重要性が指摘されて

いる[2]。 

 

２．先行研究 

孤独感はどのようなことと関連しているであろうか。取り上げられてきた要因には、性、婚

姻状態、居住形態、社会的ネットワーク、社会的支援、うつ症状、健康・生活機能がある。そ

の中で、性[6] [5]、婚姻状態[7]、居住形態[15]、社会的ネットワーク[3] [4] [8] [9]、社会的支援[8] [14]、

うつ症状[13] [18] [16]、健康・生活機能[6] [10] [11] [13] [17]が孤独感と関連していることが明らかに

されている。中国においても、ソーシャルサポート、主観的幸福感 [11]、親孝行への期待、子

供との関係、趣味・仕事の有無によって孤独感に差があることが明らかにされている [17]。し

かし、取り上げられている要因が限定的であり、対象地域も農村部に限定されたものが多く、

一般化するには問題がある。 

 

３．仮説 

本研究では、北京市に在住する高齢者を対象として、孤独感に影響を与える要因を明らかに

することを目的とする。仮説は、次の通りである。 

①居住形態の影響については、単独世帯の高齢者はそれ以外の世帯の高齢者よりも孤独感が強

い。 

②家庭構成の影響について、配偶者がいない人、子どもの数が少ない人では孤独感が強い。 

③社会的ネットワークの影響については、ネットワークの大きさ（「信頼できる親戚数」「信

頼できる友人数」「信頼できる近所の数」）が小さいほど、また、交流頻度が少ないほど、

高齢者で孤独感が強い。 

④社会的支援の影響については、社会的支援が少ない人では孤独感が強い。 

⑤うつ症状の影響については、うつ症状が強い人では孤独感が強い。 

⑥身体健康の影響については、主観的健康観が良くない人、睡眠質が良くない人、慢性疾患の

罹患数が多い人、あるいは日常生活活動能力が低い人では孤独感が強い。 

 

４．研究方法 

１）対象と調査方法 

 北京市に在住の60歳以上の住民を対象とした。選定の条件は、日常会話が成立する程度の能

力を持っているとし、調査協力に承諾した221名に紹介者を通じて調査票を配布した。調査票

は自記式調査票であった。回収は１週間後を目処に対象者宅に訪問して行った。本研究では、

191票回収できた(回収率86.4％)。そのうち、無回答を含む調査票を除き162票(配布した調査

票の73.3％)を有効票とし、分析対象とした。 

２）測定項目 

（１）従属変数：孤独感は「改訂版UCLA孤独感尺度」を用いた。 
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（２）独立変数：①家族構成：世帯構成（単独世帯か否か）、配偶者の有無、子どもの数を測

定した。②社会的ネットワークについては、Hirschに従って作成した社会的ネットワーク・リ

ストと野口（1991）の尺度[20]を参考に、大きさと交流頻度の2つの尺度で評価した。③社会的

支援を測定するため、野口(1991)により開発された尺度を使用した。④うつ症状については、

高齢者用に開発された高齢者用うつ尺度短縮版（GDS15）[21] (Sheikh & Yesavage 1986)を使用

した。⑤身体健康の測定項目としては、慢性疾患への罹患の有無、活動能力、健康度自己評価、

睡眠の質を用いた。活動能力は「老研式活動能力指標（古谷野,他1987）」を用いて評価した[19]。

⑥その他：性別、年齢階級、学歴などの基本属性を評価した。 

３）分析方法 

（１）孤独感と独立変数の二変数間の関連を統計するために、独立変数が量的変数の場合、ピ

アソンの積率相関で分析した。2値の質的変数の場合は t 検定、3値以上の質的変数（年齢階

級、学歴）の場合には一元配置の分散分析を用いた。 

（２）孤独感に対する各独立変数の独自効果を統計するために、重回帰分析を行った。 

分析には、統計ソフト SPSS23.0 for Windowsを用いた。 

 

５．結果 

社会関係の構造的側面の「ネットワークの大きさ」と社会関係の機能的側面の「社会的支援」、

心理健康の側面の「うつ症状」と身体健康の側面の「老研式活動能力」が他の要因の影響を調

整した上でも有意な効果をもっており、仮説を支持する結果が得られていた。 

睡眠の質と健康度自己評価、慢性疾患の有無、世帯の種類、配偶者の有無、学歴については、

孤独感に対して有意な効果が観察されなかった。 

 

６．考察 

世帯の種類や配偶者の有無については、多変量解析の結果、有意な効果は観察されなかった。

これらの指標が孤独感に有意に有意な効果がなかったのは、社会関係指標やうつ症状と強く関

連していることから、これらの要因によって説明可能であることが示唆されている。以上、本

研究で明らかにされた高齢者の孤独感に関連する要因は、日本や欧米で明らかにされた要因に

類似しており、欧米や日本における知見の中国における妥当性が示唆されている。 

高齢者が抱える孤独感を解消するために、身近な人や地域、社会でどのような対応をしてい

くべきなのかは大きな課題である。第1に、日本でもその試みが始まっているように、対人関

係が弱い、特に家族・親族サポートが弱い高齢単身者を主な対象者とし、地域見守り推進活動

によるサポート作りを、高齢者の身近にいる近隣住民や商店など多様な人々や組織・機関と協

働で行うことが必要である。第２には、高齢者が地域でお互いに支え合う友愛訪問活動、ボラ

ンティア活動に積極的に参加出来るような体制づくりが必要である。 

今後の課題としては、因果関係の方向性をより明確にするためにも、縦断調査が必要である。 
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